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令和3年度農林水産予算概算要求の概要

南丹市美山町・そばの花

令和3年度の農林水産関係予算概算要求が公表されました。

食料安全保障の確立、国土の保全等に向けて、次の対策を総合的に実施

1 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施
～コロナ禍でも揺るがない生産基盤・セーフティネットの構築～

2 スマート農業・ＤＸ・技術開発の推進、食と農に対する理解の醸成
～コロナと共存する生活・生産様式への転換～

3 5兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出力強化と高付加価値化
～コロナを契機とした需要変化への対応と流通の革新～

4 農業農村整備、農地集積・集約化、担い手確保・経営継承の推進
～コロナを契機とした地方での事業・雇用の創出～

5 食の安全と消費者の信頼確保
～家畜伝染病の発生予防対策等の強化と食の安全確保

6 農山漁村の活性化
～コロナを契機とした都市部から地方への移住を促す環境の整備～

7 森林資源の適切な管理と林業の成長産業化の実現
～コロナを契機とした山村での事業・雇用と定住環境の創出～

8 水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化の実現
～コロナ禍でも揺るがない生産基盤・セーフティネットの構築～

に関連する予算として総額2兆7,734億円（前年度比4,600億円増）で要求を行って
います。
詳細については、以下のURLをご覧ください。
https://www.maff.go.jp/j/budget/r3yokyu.html
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【お問合せ先】近畿農政局 農村振興部 農村計画課 075-414-9050

令和元年度からスタートした「スマート農業実
証プロジェクト」について、1年が経過し、その成
果が出てきました。今回は、そのうち水田作の実
証農業者の生の声をお届けします！

【お問合せ先】近畿農政局 生産部 生産技術環境課 075-414-9722

水田作の実証農業者の生の声をお届けします。

動画は下記のURLをご覧ください。
https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/jissho_seika/r1_seika_1.htm

応募についての詳細は下記URLをご覧ください
https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/200916.html

多様で魅力的なノウフク（農福連携等）の取組を募集します。

令和元年度スマート農業実証プロジェクト
農業者REAL VOICE - 水田作編 -

募集期間：令和2年9月16日（水）～11月17日（火）まで

ノウフク・アワード 2020 エントリー受付中！

～米穀を精米・販売する生産者のみなさんへ～

HACCPに沿った衛生管理が必要になる場合があります

・生産者が自ら生産した玄米や精米を販売（有償無償を問わ
ず）する場合、基本的には「採取業」に該当することから、
HACCPに沿った衛生管理の実施は義務となりません。
・しかし、JAなどのように他の生産者から米を買い取り、販売
する場合（業として行う場合）は、HACCPの義務が生じます。
（生産者が生産した米穀をJA等へ出荷することは「採取業」となり
HACCP対象外です。）

【お問合せ先】近畿農政局 生産部 生産振興課 075-414-9021

本年３月に関係団体及び関係省とともに当省が設立し
た農福連携等応援コンソーシアムにおいて、農福連携
を国民的運動として全国的に広く展開し、各地域で定着
させるため、農福連携の優良事例を表彰し、全国への
情報発信を通じて他地域への横展開を図ることを目的
とした「ノウフク・アワード2020」を募集します。
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地域農業を仲間とともにつないでいきたい！

森山 佳之さん（向日市）

向日市で米と約30種類の野菜を栽培されているモリヤマ農園の森山佳之さんに
地域農業への想いや将来展望などについて、お話を伺いました。

森山さんは、平成2年に実家の農業を継ぐため、親元就
農され、家族4人で水稲1.5haと野菜1haの栽培に取り組ま
れています。
農産物は、主に自宅の農産物直売所やスーパーのほか、

向日市役所内の農産物直売所などで販売されています。

夏野菜にはトマトやナス、冬野菜にはホウレン草や
ブロッコリーなど、約30品目の野菜を周年栽培されて
います。このほか、水稲はコシヒカリとキヌヒカリを
栽培されています。
多品目の野菜を栽培することで、販売価格の下落等

による影響を軽減し、経営の安定化を図っています。
ナスは生育中に多くの水を必要とするため、森山さ

んのほ場では、畝間（うねま）灌水という農法で栽培
されています。

※畝間灌水とは、畝間に灌水用の溝を作り、灌水を行う栽培方法。

★森山佳之さんのご紹介

★栽培作物について

★今後の展望について

向日市の野菜の魅力を知ってもらうため、森山さんら地
元の野菜農家が集まって「愛菜楽座」という団体を立ち上
げ、市役所で農産物の直売を行うなど、地域農業を盛り立
てています。
今後の営農については、現在栽培されている多品目の中

から高収益の見込める品目を1つ選び、これを特に伸ばし
ていき、収益力アップに繋げていきたいと抱負を語られて
いました。
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

新型コロナウイルス感染症対策にご協力をお願いします

～近畿農政局京都支局からのお知らせ～

近畿農政局ホームページに近畿農政局管内の食と農の魅力を動画で発
信「きんき食と農のデジタルミュージアム」を開設しました。

動画は「BAZZ MAFF」、「農」、「風景」、「食」の4つのカテゴリーとなってい
ます。

https://www.maff.go.jp/kinki/video.html

京都の題材は「農」に関する動画に掲載しています。
♨京都市上京区にある銭湯で毎週行われる軒先

マルシェに潜入。
銭湯×マルシェ不思議なコラボのきっかけを探ります。

https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/k1.html


